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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・医療安全管理委員会～10月事故･インシデント発生状況が掲示されている。各自確認をして下さい。
・インフルエンザ予防接種予診票は相談室にある為、接種時に忘れずに持参して下さい。
・11/15(火)15:00～青山荘にて野月利章様　サービス担当者会議実施予定。(参加者:石渡)

・クリスマス会12/23実施予定。企画書提出期限11/16(水)。
・行動観察メモを11/18(金)までに小嶋SGMに提出をしてください。

・12月プログラムテキスト提出期限11/22(火)17：00まで。テキストには作成者の名前を入れ、すぐに綴ることが出来るよう穴を開けて提出してください。

・ケアアセスメント表は、12/1(木)から作成。提出期限12/9(金)。

・12/15からの勤務表を作成しているため、年休を申請する方は早めにしてください。

＜青明舎利用者様情報＞
・赤石　陽介様～11/10(水)来所。「日赤の整形に行く」と話していたが、診察がいっぱいとのことで受診せず青明舎の調理プログラムへ参加している。肩の骨折時に付けていた三角巾を付けていない為尋ねると、「病院で少し動かしたらって言われた」と話している。調理では、片手でこねれるのではないかとすいとんをこねって頂くが、痛いと言いながら両手を使ってこねている。味付けを頼むと、「味がしない。味覚がおかしいのかな」と食事の際は、しょうゆやラー油をいれて食べている。ごみの分別が出来ていたのに、この日は一般ごみにペットボトルを捨てている。
・我満奈津紀様～11/10(水)午後来所。吐血の検査結果の報告、今後の受診予定日等を話している。11/16(水)には娘様の担当医へ、娘様の病名に詳しい窪田Drへ会いたいことを伝えてくると話されている。
・藤村　翔　様～11/12(土)小遣い銭の確認をしており、特に問題は見られない。髪の毛が伸びてきているため散髪について話すと、「髪を切ると熱がでる」「お母さんから女性の気持ちが分かるように」「頻繁に髪を切ると自殺しなきゃなくなる」と妄想様の発言がある。スタッフに対し「たんなる押し付けだ」と話している。

・我満　望　様～11/12(土)眼科受診の前に母様と来所。11/5(土)に3回目ドアーズへ行って来た報告がある。今後2.3回聞き取りがあるとのこと。
・田中　一　様～11/12(土)最近の様子を確認すると、「眠れたり眠れなかったり」と睡眠の不安定さを話している。腰の調子については「だいぶ良くなった。デイケアでのエアロビはまだできない」と話している。
・福井　彩　様～現在、八戸赤十字病院入院中。11/12(土)19:25架電あり。内容は、ご飯が食べれないと訴えがある。入院先の看護師にも話しているとのこと。食事について促し、精神薬を服用していないとも話している為、服用も促している。「約束はできないけど」と返答がある。
・青木　紀子様～11/13(日)定期訪問実施。部屋の改装について、「行き来が出来て便利」と話している。先日、お父様の所へ婚姻届にサインしてもらいに行って来たが印の押し漏れがあったとのこと。今月末にお父様の方から来訪するとのことで、自宅の暮らしぶりを見がてら済ませるとのこと。11/25(金)に入籍予定。
・東海林康之様～11/13(日)定期訪問実施。ドアの工事費用3万円負担したと話している。二人とも喫煙するのでお金が掛かるので減らしている。止めたい気持ちはあるが禁煙できないと話している。仕事について、「皆勤ではなかったが休まずできている」と話している。

・高柳　和子様～11/14(月)本日憩いの場を利用している。来所されたことについて「さみしくて。誰かと話したくて」と話している。他者と会話して過ごす場面が見られている。
・鈴木　知子様～11/14(月)本日初利用。青明舎では入浴利用をしている。本人から、デイケアで入浴のタイミングが分からない様子や1週間分の献立を見てほしいが言えないことを話していた為、声掛けや献立の確認をお願いしたいと依頼がある。
＜グループホーム利用者様情報＞
・古舘　ヨリ様～11/11(金)八戸赤十字病院受診している。血糖値が高い為、インスリンの数値は変更していない。内服薬変更あり。中性脂肪が平常値に近く、評価を受けているとのこと。
また、デイケアで10:30頃に飴を食べているのを見かけていることについて情報提供している。糖分摂取と血糖値の数値について説明するが、「ジュースじゃないのに」との発言があり、血糖値が高くなる事へ再説明が必要ではないか世話人へ伝えている。
・田中　一　様～11/10(木)移山寮の三浦氏へ、自宅の荷物処理代の支払いを行なっている。その際、生い立ち等を話されていた。以後、心の整理がついたのか、自宅の処理の件で気になり行動していること等は見られなくなった。
荷物処理代の残金は12月の年金支給後に支払う予定。
11/12(土)青明舎にて、友人の小笠原様から頂いたスマートフォンを返却している。

・村上　元道様～11/11(金) 16時過ぎ、本人様の希望により世話人2名にて面談実施している。その際、過去に自己判断(便秘であればセンナリドのみ服用したり、調子が悪いと抗精神病薬のみ服用していた等)で服薬していたと話され、世話人が薬包を確認している。朝食後薬18日分、夕食後薬15日分、就床前薬14日分服用せずに余った状態であるのを発見し、いつの分か問うと、よく分からないと返答されている。翌日訪問時に改めて確認すると、2年間くらい自己判断で服薬しており、余ったものは服用せずに捨てていたとのこと。現在余っている薬は比較的最近のものであること。

10/24(月)以降は毎日欠かさずに服薬しており、定期的に服用するようになってからは体調も良いとのことを話されている。
以前の訪問時の様子は、呼んでも部屋から出てこない、寝ている、返事もぶっきらぼう、素っ気ない等であったが、最近は、起きている、雑巾がけをしている、シャワーを浴びている、出掛ける準備をしている等と行動に変化がでてきており、多弁･多動気味に過ごされている様子みられる。また、何でもメモを取る行動が見られており、テレビから受ける刺激が多いと考えられ、テレビからの情報やその内容から自分の中で考える思い等を書いてあるメモを世話人へ渡して、「突拍子もないこと言ったり、おかしいなぁと思ったら言ってほしい」と伝えることがある。
現在の状態を病院ワーカーへ相談し、11/16(水)10:30臨時受診予定となっている。
・五日市　規様～現在、青南病院入院中だが、退院後のグループホーム入居を断っている。その為、11月中に退去の手続きを進めていく。今後については検討中。
・田名部浩平様～11/16(水)特定相談支援事業所のモニタリングがある。

・坂本　秀男様～11/16(水)特定相談支援事業所のモニタリングがある。
＜利用者様情報＞
デイケア

・澤口　利香様～本日より正式利用を開始している。自分から運動プログラム等の各種プログラムに参加しており、わからないことは自分からスタッフに質問することが出来ている。先日聞かれた体調不良については、「もう治ったので大丈夫です」と表情良く話している。

デイケア正式利用開始にあたっての不安については「特にないですよ」と話しており、何か不安や問題がある際には相談するよう促している。また、デイケアでの目標として自ら規則正しい生活リズムの獲得を挙げている。細かな目標について、今後話していくこととしている。
・下口　政子様～来所時のバイタル測定時に体温37.6℃となっており、体調を尋ねている。体の倦怠感と咳があるとのことで、11/10にインフルエンザの予防接種をしているとのこと。11：00に再検し37.3℃、12：30再検し36.5℃と解熱しているが、発熱以外の症状も見られる為、病院受診をするよう促し本日は早退している。
デイナイトケア
・岩城　敏夫様～青陽館にも尿取パットを置いておきたいとの希望があり、自身のロッカーに入れて置いている。
・鈴木真知子様～昨日、朝からホールや電子錠扉付近をウロウロして落ち着かない様子が見られ、10：30無断で外へ出ていく。スタッフ声掛け、腕を組むも止まることなく青風荘横駐車場前まで歩いていく。外に出た理由を尋ねると「散歩したいの」と返答あり、一人では危険なためスタッフ同行で行くよう説明するも「いいからいいから」と聞き入れる様子見られず強めの声掛けにて戻っていたとの情報提供がある。
本日は、階段扉前に数回来ているが、スタッフの声掛けで戻っている。プログラムには参加しており、落ち着いて過ごすことができている。今後も、様子観察し、所在確認を行っていく。
ナイトケア
・中居美津子様～11/11(金) 夕食後、好意を持つ特定メンバー(下妻康貴様)へ弁当を見せ「これどう？」と声を掛けている。相手に「何それ」と言われると、自分のカバンへ弁当を入れている。少し時間を置き、スタッフが弁当について尋ねると「1週間に1回作るんです。昼に食べるように」と説明をしている。説明内容と行動に相違が生じているため、今後も利用時に物のやり取りがないか観察をし、必要に応じて介入していく。
・村上　元道様～11/11(金)19：30に入電あり「今日ナイト行けないから。いろいろあって、風呂にはまた今度行く」と話す。詳細について尋ねるが、内容には触れずナイトケアの営業時間について話している。スタッフが来週の食事の注文について尋ねると「いいよ。頼まなくて。頼めません」と答えている。話し声が大きく、勢いをつけて話す様子であり気分の高揚が窺える。
＜外来情報＞

・田中　一　様～先週、泌尿器科を受診。先っぽに湿疹ができて軟膏が処方になったと報告している。実家の処分後について、先方からの連絡もないとのこと。次週インフルエンザ予防接種を希望している。

・高阪　博英様～飲酒について、断酒は続いていると話している。

・若松　健一様～本日、採血検査実施している

カンファレンスシート（坂本　秀男　様）　

実施日：H28年10月6日（木）13：00～13：30

担当チーム：赤坂・工藤

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	坂本　秀男様
	性別
	男
	年齢
	68
	生年月日
	H23.4.7

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	現在の生活を維持したい。

	家族希望
	現在の生活を続けてほしい。

	入院歴
	計1回（最終：H6年7月9日～H26年11月26日）

	通所歴
	1回目

今回：H28.11.1～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：グループホーム　あおみ
	家族構成：兄・甥

	利用制度
	自立支援受給中　障害基礎年金1級

	備考：事例検討に必要な情報を記載

・H6.7.2頃より誰とも口を聞かなくなり、眼光鋭くなる。パチンコ店へ自転車で頻回に通うようになり、H6.7.4～H6.7.5トイレに篭って分けのわからない事を絶叫する・朝起きられない・易怒的等本人の行動に変化があり、絶叫してはダンボールに閉じこもる・物を振り回す等の行動が持続した為、H6.7.9兄同伴で当院受診し、医療保護入院となる。入院治療の必要性に対する理解が得られる状態となった為、H6.7.18任意入院へ切り替えとなる。
・H26.11.26退院、青山荘へ入所。
・H28.11.30青山荘退所に伴い、日中の活動場所としてデイケア利用を希望している。
　H28.9.16からデイケア体験利用を開始し、正式利用に向けて体験利用を繰り返し実施している。
・退院後も定期受診継続し、病状は安定している。


【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持していく。
	①生活において問題が生じた際に対処できるようになる
	①何か不安や悩みがある際には自分からスタッフに相談できるようになる。相談時に早期解消の為の方法をスタッフと一緒に検討し、実践できるようになる。
	①不安や問題がある際には自分から相談できるようになる。また、質問された際には自身の気持ちを表現出来るようになる。スタッフは来所時に本人へ声をかけ、不安や問題の有無を確認していく。本人から訴えが聞かれた際は、対処法を一緒に検討し、実践を促していく。

	
	②出来る活動を行い、活動性を維持できるようになる
	②運動療法や各種プログラムに参加し、活動性を維持する。
	②自分から運動療法に参加することで、活動する時間を増やし、活動性の維持を図る。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①生活において問題が生じた際に対処できるようになる
	・H28.11.1から利用開始。
・自身の不安や悩み、問題などを自ら話してくることは少ない。上記以外にも、日常的な会話などスタッフ、他利用者関わらず自ら話し掛けることはほとんど見られない。
・自身の不調については「何年も落ち着いているから、不調の時がどんな状態なのか分からない」と話している。
	・自身の不調については、現在はないと話しているが環境が変わることにより精神的な変化も考えられるため、自身の病状を把握できるよう関わりを持って行く。また、生活の場が変わったことにより、今後不安や悩みなどが出てくる可能性があるため定期的な面談を行い本人から話せる環境を作っていく。

	②出来る活動を行い、活動性を維持できるようになる
	・プログラムへの参加については、体験利用を重ねていたこともあり、「大丈夫です」と話し混乱など無く参加している。
・興味のあることや取り組んでみたいことなどは「特にないです」と話しプログラム参加は受動的。参加に対し、拒否は無い。
	・面談などから興味のあることなどを引き出し、プログラム取りいれていく。
・運動の希望が聞かれているため、エアロビクスなど運動プログラムへ参加し活動性の維持を図っている。


